
 
 

 
作
文
問
題 

 

次
の
文
章
の 

 

線
部
で
、
作
者
は
「
勉
強
も
一
つ
の
道
具
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
す
か
。
ま
た
、
あ
な
た
な
ら
勉
強
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
き
た
い
で

す
か
。
原
稿
用
紙
に
三
六
〇
字
以
上
五
〇
〇
字
以
内
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

                

喜
多
川
泰
著 

『
～
私
の
受
験
勉
強
を
変
え
た
十
通
の
手
紙
～
「
手
紙
屋
」
蛍
雪
篇
』 

の
一
部
を
掲
載 


